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人
を
も
.吾
が
隣
人
，间
胞
ビ
し
て
遇
せ
ざ
る
可
か 

ら
ず
、
.
就

中

凡

べ

の

人

の

召

，さ

る

、
福
昔
の
_
^
於
て 

殊
^
,然

る

を

以

T

rx
f

故

に詩
！
！

第

十

五

篇

：
it
節 

(

■
 
a 
k

は
何
等
の
制
限
な
く「

貨
を
か
し
て
過
が
.る
利 

を
む
^
ぼ
ら
ず」

ビ
云
ひ
、
又
以
西
結
書
第
十
八
章
八
節 

.

は̂「

利
を
取
て
貸
ず
息
を
取
す
L
竺K

へ
り
。
但
し
彼 

等
は
他
國
人
ょ
&
利
息
を
取
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
り
ビ 

ff
i

i

f之
ぬ
遒
德
上
至
當
の
事
S
し

て

許

、さ

れ

た

.る
に 

は

あ

ら

す

む

て

'

以

赛

瓯

書

第

五

十

六

章

十

一

節

に

記
 

ぜ
る
如
き
貪
欲
化
陷
り
て
.、
爲
め
に〔

眞
の〕

神
の
聚
拜 

者
な
る
猶
太
人
ょ
り
利
息
釔
取
る
て
ふ
、

一
層
大
な
る 

.罪
を
犯
か
さ
し
め
ざ
：ら
ん
が
爲
め
な
り
。

_
汝
は
許
多
の
國
々
0
K
に
ー
«f

o
s
e
r
a
b
e
r
i
s

こvj

を 

攻
す
に
逐
ら
ん」

ど
'云
へ
る
が
如
く
、
そ
の
報
賞
ビ
し
て 

彼
等
に
約
せ
ら
れ
た
る
^
こ
ろ
に
於
て
はf

e
n
u
s

な
る 

語
はE

c
d
u
s
.

 

X
X
I
X
v

 j 

o

.K.
多
く
，の
人
は
.邪
惡
の
&

ょ
b
せ
ず
し
て
貸
す
こ
^
を
拒
み
た
b 

(
l
y
E
U
s
n
o
n

 

causa nequitiae lion fenerati ?uat)

笆
あ
る
が
如
く
單 

.に
貸
阶
の
義
k

解

すv

き

も

の

な

り.0
即

ち

猶

太

人

に
 

,
は

報

賞

ど

し

て

能

く

他

人

^

貸

附

を

な

す

ご

ビ

を

得

し 

む

る
^
如

き

殷

富

が

約

せ‘ら

れ

た

る

な̂V。

反

制
a

の|1

E

對

す

る

答

、

人

法

は

不

究

全

な

^.
人 

間

の
®

狀

ビ

、

文

【

切

，
の

罪

惡

を

嚴

IK
I
を

以

.て

禁

止

す

： 

る
^
き
は
許
多
の
利
益
の
失
は
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
も
の 

あ
る
と
に
鑑
み
、成
猶
の
事
1
»
せ
，す

し

て

放

歡

す

。
さ 

.れ
ば
人
律
は
利
息
を
容
認
す
る
1
、
之
を
正
義
^
適
へ 

る
乙
ど
、
し
て
許
3
す
、
許
多
の
人
の
莉
益
を
妨
げ
ら
. 

.
れ
ざ
ら
ん
が
爲
め
に
許
す
な
ぅ
。
故
^
民
法
は
规
定
ず 

ら
く
、，

「

使
用
^
依
て
消
费
せ
ら
る 

> 物
：に
就
て
は
フ
自.

:

然
的
理
_
ょ
P
し

て

メ

民

法

上

の

迦

由

ょ

に

し

て

も

用

•
,
 

.
 

,
 

■
 

•

益

-#
於
許
さ
す」

ビ
、ま
た
利
息
を
容
認
す
る
こ
で
に
依 

て

「
s
e
n
a
t

は
此
種
の
物
に
對
し
て
用
益
#
を
殼
定
せ 

す(

ま
ね
ず
る
事
能
は
ヤ)

旗
に
维
用
益
權
.を
設
定
せ
る
，

.

.
第
十
四
卷
 

P 

ニ 
六 n

j
)

人

雜

錄

：.

T
h
o
m
p
s

p>
q
u5-

の
み」

s (c
o
n
s
t
i
t
r
L
i
b
.

 

II. 

Tit. 
4
-

d
e tj

s
u
f
r
u
c
s

 

く
 ：

又
齋
學
潘
は
箝
然
の
理
^
の
導
く
と
こ
、ろ
に
從
ひ
、「

利 

.
息
^
由
て
行
ふ
貨
殖
は
最
も
自
然
に
反
す
る
も
の
な 

パ

」

S
云
/
り(「

政
治
學j

第
二
篇) 

j

反
對
說
の
四
に
對
す
る
答
、
人
は
常
に
®
す
の
義
務 

な

し

、

此

點

に

.於

て

は

其

は

(

上

段

引

用

句

)

ま

こ
S

R
 

|

敎
_

に
®
せ
b

。
然
り
ど
雖
も

'
貸
附
fc
由
て
利
を
求 

，.
'む
：可
か
ら
ずv

j

云
ふ
ば
戒
律
に
風
す(

但
し
或
^
の
利 

™
息
を
正
當
v
>認

む

る

法

利

赛

の

敎

義
R
鑑

み

れ

ば

"

愛 

敵
が
猶
ほ
ー
個
の
敎
訓
從
る
^
過
ぎ
ざ
る
が
如
く
、
Z 

れ
も
亦1

敎
訓
^
過
ぎ
す
‘ど
云
ふ
こ
^
を
得
ベ
し
と
雖 

ー；
も)

。
又
基
督
は
上
記
引
川
0
句
に
於
て
.は
利
得
'0
望
み 

忆

就

て

沄

は

ず

し

て

、
へ
人
化

g

せ
ら
れ
た
る
a
み
に
就 

て
云
へ
る
な
$
。

何

？

な

れ

ば

：吾

人

は

人

に

望

を

衢

き 

て
貸
與
そ
の
他
0
善
行
を
な
す
可
か
ら
ず
、
獨
6
神

 ̂

望
を
置
&
て
の
»,
之
を
爲
す
可
&
も
^

な
れ
ば
な
シ
。
 

反
®

の
五
に
對
す
'る
象
、
»

附

を

な

す
'®
義

務

な

き

ド
s
_
の
：利
息
.論

’
： 

第
九
.
號

.

七

九

.-



'
 

:

第

十

四

餘

(

.
ニ
一
六
四

)

'
雜
:.
:
.
.錄
第
十
九
器
の
文
明
史
及
、び
文
明
史
來
，ニ
，

 

： 

號

A
0 

,

も
の
は
そ
の
所
爲
に
對
し
で
報
償
^:
受
ぐ
る
乙
S
を

得

.或

は

之

を

擔

俾

？
わ

て

.寄

托

す

る

が

如

か

第

二

次

の

へ

用 

,

べ
し
这
雕
も
、
そ
れ
以
上
を
求
む
可
か
ら
脅
。敝
る
^
]£
途
あ
る
ベ
し
。貨
幣
の
此
樋
の
用
を
質
る
は
疋
常
な
&
0 

:
;

tc
«
與
せ
る
丈
け
の
も
の
を
：返
附
せ
ら
る
、
ど
き
は
衡
‘

反
■
說
の

'七

に

對

す

る

答

、

利

息

を

支

拂

.ふ

も
0 '
は 

,

.平

並

に

芷_

の
上
：ょ

り

見

ヤ

彼

，

.れ

地

旣
^
報

偾

を

得̂

m'
k
任

意

に

之

を

爲

す

y

ぁ

ら

ず

、

其

所

有

者

が

.麻

利
 

.一
：

:̂
も
0
な
り
。
故
^
彼
れ
に
し
て
其
贫
質
の
消
鐵
以
外|

息
に
て
貸
す
？\
;

ど
を
#
せ
ざ
る
貨
幣
を
借
ら
ざ
る
可
か 

に
其
用
な
含
‘
ー
物
の
用
'^
權
に
對
し
1:
;
、
是
れ
ょ
ぅ
多
.
|

ら
ざ
4
,必
要
^
迪
り
て
之
を
爲
す
な
り
。

ぐ

を

求

む

る

：は

、
；
こ

れ

實

講

ざ

5,
或
物
に
對
し
て
代
’

註
一
、
英
譯
獨
襲
に
詩
蓮
十
八
篇
八
節LL

作
れ
ど
も
指
忠
の
節 

價
を
求
^

る
^
の
に
し
て
、此
人
の
要
求
^'
不
當
な
む
。

に
は
此
一
句
な
し
？
恐
ら
く
は
誤
記
な
ち
ん
か
。
 

.
反
對
說
§
六
に
對
す
る
答
、
餵
器
の
主
な
る
^
途

は

f

、
英
P
獨
逸II

典
に
第
十
四
篇
觅
節
に
作
れ
ど
も
引
用
の
旬
は 

;'
;
消
費
に
办
ら
ず
、
從
で
、
を
め
所
有
櫬
を
'保持しながら第十五璧節にゎリ。故

U
BJ
C
め
た
り
。

»
使
用
を
賣
る
，こ
ビ
は
JE
當

な

ぅ

，0
反
之
鈒
貨
の
'主

な

I 

^

 

,

 .

 

-
-
-
----------------------

-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-

1

る
用
途
^.
'
交
換
の
爲
め
之
を
投
棄
す
る
に
在
り
。
從

て

\ 

.第

十

九

世

紀

の

文

明

史

;
,

' ;

其
使
厢
を
賣
り
同
睁
に
併
ぜ
て
^
^
 

.

及

K

文

^

史

家

；
ヒ
へ 

-

期
す
5:
'
は
疋
當
1
ら

ず

。
，
但

し

銀

器

も

第

，

1
ー
：次

に

於

て.

:

へ

：

.
'
:

は

之

^

交

換

咬

甩

に

洪

す

る

こ

旁

得

ヤ

く

斯

る

用

は

 

.

 

.

,

間

.崎

.
万

里
 

之
を
賣
る
も
E
當
な
る
こW

を
注
意
せ
ざ
.
‘る

可

か

ら

；
.
营

述

べ
m

は

、

!

と
並
び
5
 

卜 '

ず
。
饲
榛
に
銀
«

に
ぁ
亦
例
.へ
ば
之
を
展
篼
に
供
し
”

ち
れ
！
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君
 s

filf

..in the J9th. Century, I,

'O
-
.
I
OJ
.
»l
»
の
一
摩
ょ
リ
抄
譯
せ
る
む
の
で
も 

つ
て
、
文
叫
史
の
.研
究
^
忠
す
初
學
界
0

1助
と
も
な
ら
ば
、紹
介
卷 

.

の
滿
足
マ
石
断
で
あ
る
？
彼
は
次
の
如
く
に
耽
い
て
ゐ
み
。

歷
史
の
範
圆
は
漸
次
に
搬
張
せ
ら
れ
て
、
遂
に
人
文 

生
活
の
あ
ら
ゆ
.
.る
方
而
を
»
羅
ず
る
こ
と
ビ
な
つ
れ
。

:

最

皁

や

今

シ

ー

ヌ-

^
共

に

膣

更

は

國

家.の
#.
記

\ 

.な

り
.V
Jか

、

.
フ

リ

ー
マ

ン
ヒ
共
に
歷
史
は
過
去
の
政
治j 

ft
!
過
：ぎ

中

な

ど

ど

、

主

張

せ

.ん
ビ
す
る
者
は
な
い
で
あ
，

| 

.ら

ぅ

。
：
諸
國
民
の
發
達
，
_

の
功
績
、
：黨
派
の
消
長
：j 

な
ど
は
、
侬
鮮
ビ
しH

史
象
の
興
味
を
そ
、
る

主

題

の| 

中
に
數
へ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が(

併
し
，自
然
の
影
響
や
、

一
 

經
濟
的
要
素
の
勢
力
や 

>
思
想
の
起
源
せ
變
化
.や
、
»• 

學

$

s
術
、
，
宗
敎
ど
®
學
、
■文
學
s
法
律
な
，ど
の
貢
献

d

『

文
明
史』

vj

は
、
政
：治
的
な
ら
ざ
る
.文

化

：の

方

面

に 

與
へ
ら
れ
た
名
で
あ
る
。
こ
の
流
派
の
開
祖
、
グ
ォ
ル
テ 

丨
ァ
.
.の
作
で
あ
る

T

ル

イ

.十

四

世

時

代

』

は

、
國

民

の

‘
全
 

生
活
好
描
寫
令
れ
た
書
物
の
初
.、

义
を
の『

風
«
%』
は
、
;

實
：際
0
文
明
，史
0
初

€
か
る
。
.グ

ォ\

 

„ス.
.
1ァ
の
開
い 

た
道
は
、
他
の
史
家
の
追
ふ
所
と
な
つ
た
。
グ
ィ
ン
ヶ
ル 

,マ
.ン
ば
上
古
の
_

«
0'
»
&
を
ば
希
臘
思
想
の
發
露
で 

あ
る
と
し
、

へ
ー
;

ン̂
ば
商
業
0
.發
展
に
硏
究
を
進 

め
、
ユ
ス
ッ
ス
.タ
メ
.
1ザ
ー
は
農
民
に
着
ほ
し
て
經
濟
組
. 

,織
£
政
治
組
織
ビ
の
間
K
存

す

.
る

關

係

を

明

に

し

か

。

へ
ル
ダ
ー
ー
派
の
主
想
：主
»
者
ば
'
民

，
族

精

神

に

注

意

を
 

拂
a
、
シ
ユ
ロ.ッ
サ
I

や

'ギ

ゾ

ー

の

.

諸

著

は

長

足-の
，進

步 

を

遂

げ

た0
然

る

に

尙

ほ

第

十

九

世

紀

の

前

繼

，に

於

で 

.ば

、
文
明
史
の
眞
價
ゆ
殆
ざ
認
め
&
れ
ず
、

ァ
や
ス
ム 

,
1ト
•£
コ
.ル
。フ
の
企
て

k
な
0
だ

、
文
明
の
槪
説
ば
連 

絡
の
な
：い
細
«

の
：
集

成

に

：
止
つ
て
ー
.
ゐ

贫

，

•
丨

.

奨

號

>
' 

.
莶

や

、
生
活
の
物
質
的
條
件
や
？
民
衆
の
運
命
な
ど

S

い 

、ふ

か

如

き

問

題

は

、

今

や

少

か

ら

^

史

家

の

注

意

を

求
 

む

る

之

€
 

>な
つ
れ
。
故

に

膣

&

家

は

入
^

の
全

»

を

”

十
分

{^
ょ
く
觀
察
じ
な
け
れ

.ば

.な

&

ぬ
;;
6
.

、

第
十
四#
- (

ニ一.

六

導
' 

雜

0

笫

十

九

.世

紀
?>
文
明
史
及
：ぴ
文
明
史
家

：
.
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